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　　略　歴
昭和20年３月　　出生
44年３月　　早稲田大学第一政治経済学部政治学科卒業
４月　　 早稲田大学大学院政治学研究科（憲法専修）修士課程
入学
48年６月　　 シンガポール共和国南洋大学大学院（亜洲文化研究所
政府興行政学系）留学（昭和50年３月まで）
51年３月　　 早稲田大学大学院政治学研究科（憲法専修）修士課程
修了（政治学修士）
４月　　 早稲田大学大学院政治学研究科特別研究生（昭和55年
３月まで）
55年４月　　 早稲田大学大学院政治学研究科（憲法専修）博士後期
課程入学
61年３月　　 早稲田大学大学院政治学研究科（憲法専修）博士後期
課程満期退学
４月　　 社団法人日本ミクロネシア協会オセアニア研究所主任
研究員（平成６年３月まで）
63年４月　　 早稲田大学社会科学研究所（アジア太平洋センター）特
別研究員（平成12年３月まで）
平成元年４月　　 群馬法律専門学校兼任講師（政治学担当）（平成６年３
月まで）
群馬大学教養部兼任講師（政治学担当）（平成６年３月
まで）
比較憲法学会会員（現在に至る）
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平成元年９月　　 新島学園女子短期大学国際文化学科兼任講師（政治学・
国際政治学担当）（平成２年３月まで）
３年４月　　 武蔵大学人文学部兼任講師（アジア社会論・国際関係論
担当）（平成７年３月まで）国際協力事業団（JICA）専
門家・青年海外協力隊員研修講師（平成６年３月まで）
４年４月　　 日本法政学会会員（平成12年～：理事、平成25年12月
～：理事長）（現在に至る）
５年４月　　日本国際政治学会会員（平成20年３月まで）
５月　　 社団法人研究情報基金（FAIR）南太平洋委員会委員（平
成10年３月まで）
６年４月　　 和歌山県立医科大学医学部教授（法学・政治学・医事法
学担当）（平成16年３月まで）（平成10年４月～11年３
月：進学部長、平成11年４月～13年３月：教養部長）
７年４月　　 和歌山看護専門学校兼任講師（社会学担当）（平成10年
３月まで）
和歌山労災看護専門学校兼任講師（法学・関係法規担当）
（平成16年３月まで）
和歌山県立高等看護学院看護･保健･助産学科兼任講師
（関係法規・日本国憲法担当）（平成16年３月まで）
憲法学会会員（平成11年～：理事）（現在に至る）
８年４月　　 和歌山県立医科大学看護短期大学部兼任講師（中国語・
法学・政治学担当）（平成16年３月まで）
９年４月　　 和歌山県立なぎ看護学校兼任講師（関係法規担当）（平
成16年３月まで）
10年４月　　 関西憲法研究会会員（平成14年～：理事〔平成20年～
24年：会長〕）（現在に至る）
11年４月　　和歌山労災病院倫理委員会委員（平成16年３月まで）
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平成12年４月　　 近畿大学通信教育部兼任講師（法学演習・公法入門担
当）（平成14年３月まで）
近畿大学法学部兼任講師（基本的人権・統治機構・日本
国憲法・英書講読担当）（平成16年３月まで）
13年11月　　済生会和歌山病院看護職研修講師（平成16年３月まで）
14年９月　　和歌山県病院協会看護職研修講師（平成16年３月まで）
16年４月　　 白鷗大学法科大学院教授（憲法Ⅰ、外国法等担当）（平
成27年３月まで）
白鷗大学大学院法学研究科教授（憲法研究Ⅱ等担当）（同
上）
白鷗大学法学部教授（憲法Ⅰ等担当）（平成22年３月ま
で）
17年４月　　 栃木県立衛生福祉大学校保健看護学部兼任講師（法学
担当）（平成20年３月まで）
自治医科大学「遺伝子解析研究倫理審査委員会」、「疫学
研究倫理審査委員会」、「附属病院臨床研究倫理審査委員
会Ｂ」、「医学部ヒトES細胞研究倫理審査委員会」等の
委員（平成27年３月まで）
19年４月　　 済生会宇都宮病院看護専門学校兼任講師（関係法規担
当）（平成20年３月まで）
21年４月　　 白鷗大学法科大学院長（法務研究科長）（平成27年３月
まで）
22年４月　　 白鷗大学法学部教授（兼担）（憲法Ⅰ等担当）（平成27
年３月まで）
23年４月　　アジア法学会会員（現在に至る）
24年４月　　 自治医科大学看護学部兼任講師（法学（日本国憲法を
含む）担当）（平成27年３月まで）
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平成27年３月　　白鷗大学名誉教授（現在に至る）
　　主要著書（平成10年以降）
平成11年７月　　 『近代憲法への問いかけ－憲法学の周辺世界－』成蹊堂
共著
12年４月　　『日本国憲法論』嵯峨野書院　共著
９月　　『コンパクト憲法入門』不磨書房　共著
12月　　 『東南アジア諸国憲法における人権保障』嵯峨野書院　
共著
13年４月　　『各国憲法制度概説』政光プリプラン　共著
14年１月　　 『各国憲法制度概説』（増補改訂版）政光プリプラン　
共著
15年１月　　 『21世紀における社会保障とその周辺領域』法律文化社
共著
４月　　『初めての憲法』法律文化社　共著
16年４月　　『新・初めての憲法』法律文化社　共著
５月　　『政治制度論概説』政光プリプラン　共著
17年４月　　『新・初めての法学』〔第２版〕法律文化社　共著
11月　　『テキストブック日本国憲法』嵯峨野書院　共著
19年４月　　 『テキストブック日本国憲法』（第２版）嵯峨野書院　
共著
５月　　『人権の条件』嵯峨野書院　共著
20年８月　　『初めての人権』　法律文化社　共著
10月　　『法学事始』一学舎　編著
21年４月　　『憲法学事始』一学舎　編著
９月　　『日本国憲法講義』成文堂　共著
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平成22年４月　　『インテリジブル比較憲法』政光プリプラン　共著
25年２月　　『日本国憲法入門』玉川大学出版部　共著
４月　　 『看護師をめざす人のための関係法規』法律文化社　編著
　　主要論文（平成10年以降）
平成10年５月　　 「シンガポール憲法における多民族的制度の展開－グ
ループ代表選挙区制を中心に－」憲法学会『憲法研究』
第30号　137～149頁
11年３月　　 「シンガポール憲法政治史（１）－PAP一党支配体制の
確立期－」『和歌山県立医科大学進学課程紀要』第28巻
　33～43頁
12年３月　　 「シンガポール憲法史－人権保障を中心に－」『和歌山
県立医科大学進学課程紀要』第29巻　31～50頁
12月　　 「シンガポール憲法の「政党」規定をめぐって」関西憲
法研究会『憲法論叢』第７号　23～43頁
14年５月　　 「患者の自己決定権をめぐって－判例の整理とその検討
－」憲法学会『憲法研究』第34号　47～60頁
16年３月　　 「独立と憲法典の成立－シンガポールのばあい－」国士
舘大学日本政策研究所『政教研紀要』第26号　43～54
頁
17年12月　　 「憲法的視点から見た生殖補助医療－ ｢生命倫理法案｣
の生殖補助医療規定をきっかけに－」関西憲法研究会
『憲法論叢』第12号　1～28頁
19年11月　　 「判例における「患者の自己決定権」の再考－憲法の視
点から－」『白鷗大学法科大学院紀要』創刊号　141～
166頁
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平成20年10月　　 「シンガポール憲法のPCMR条項について－マイノリ
ティに対する差別的立法抑止制度の試み－」『白鷗大学
法科大学院紀要』第２号　169～194頁
12月　　 「「患者の自己決定権」に関する憲法論上の諸問題」関
西憲法研究会『憲法論叢』第15号　1～30頁
21年11月　　 「タイ王国憲法における政党条項をめぐって」『白鷗大
学法科大学院紀要』第３号　13～36頁
22年10月　　 「国会法の政党間移動制限規定（109条の2）をめぐる憲
法問題」『白鷗大学法科大学院紀要』第４号　11～31頁
23年10月　　 「シンガポール選挙区制に関する憲法学的再考―グルー
プ代表選挙区（GRC）制を中心に―」『白鷗大学法科大
学院紀要』第５号　105～145頁
25年12月　　 「シンガポールの大統領公選制をめぐって―憲法学の視
点から―」『白鷗大学法科大学院紀要』第７号　11～80
頁
